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安田   真也（自民・みらい）

　
吉
川
市
の
来
年
度
予
算
編
成
に

市
民
の
要
望
・
意
見
を
反
映
し
た

事
業
を
求
め
て
、
日
本
共
産
党
吉

川
市
議
員
団
は
「
２
０
１
３
年
度

吉
川
市
の
施
策
並
び
に
予
算
編
成

に
対
す
る
要
望
書
」
を
12
月
３
日

戸
張
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、
寄
せ
ら
れ
た
「
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
４
６
４
通
（
12

月
３
日
現
在
）
の
要
望
、
意
見
を

反
映
さ
せ
た
も
の
で
、
大
き
く
７

項
目
（
左
参
照
）
に
分
け
て
い
ま

す
。
　
市
長
と
の
懇
談
で
は
、
市
議
団

か
ら
「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、

市
民
生
活
の
き
び
し
く
さ
や
雇
用

不
安
、
若
者
の
将
来
を
按
ず
る
声
、

年
金
額
削
減
と
社
会
保
障
費
の
増

加
に
よ
る
怒
り
と
不
安
の
声
が
多

い
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
市
政

が
応
援
で
き
る
施
策
を
」
と
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
は
利
用
す
る
高
齢
者
な
ど

に
多
く
喜
ば
れ
る
制
度
で
な
の
で
、

こ
の
観
点
か
ら
も
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

１. 平和・民主主義・男女共同参画の市政を

２. 市民のくらし、福祉・健康を守るために

　◆国民健康保険・生活保護等について　◆高齢者福祉について

　◆障がい者福祉について　　◆子育て支援について

　◆地域医療、保健充実のために

３. 生活基盤整備について

４. 安全で快適な市民生活をすすめるために

　◆放射線対策　　◆防災対策　　◆市民生活

５. 産業振興と地域経済の活性化のために

　◆産業振興について　　◆労働・雇用対策について

６. 教育の充実を

７. 財政の確立、地方自治の拡充をすすめる

戸
張
市
長（
左
）
に
要
望
書
を
提
出
す
る

党
市
議
団（
右
か
ら
小
林
議
員
、
高
野
議
員
、

遠
藤
議
員
、
佐
藤
議
員
）

要望項目

年
金
が
減
り
、
税
金
は
上
が
る
。
こ
の
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
だ
ら
け

市
民
生
活
応
援
、
く
ら
し
守
る
予
算
編
成
を

市
民
生
活
応
援
、
く
ら
し
守
る
予
算
編
成
を

60
歳
代 

男
性

日
本
共
産
党
市
議
団
　
吉
川
市
の
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
書
提
出

「市民アンケート」の報告は後日掲載いたします。

政 乱 くっついたり、はなれたり

日本の政治には、いま、スジを通す党が必要です。日本の政治には、いま、スジを通す党が必要です。
党 立

 「スジを通す党がある」─いま、日本共産党に新

たな注目が集まっています。「もっと力をつけてほ

しい」の声にこたえて、私たちは国会の勢力を「倍

増」するために、力のかぎりをつくします。

どういう日本をつくるのか

しっかりした改革ビジョンをもっています
綱
領

　「提案し、行動する。日本共産党」─私たち

は、日本がぶつかるあらゆる問題に責任ある対

案をしめして、その実現のために行動しています。

　それができるのは、経済、外交、日本の進路に

ついてまとまったビジョンをしめす党の綱領を

もっているからです。

　綱領ももたない政党や選挙目当てに合流や分

裂をくりかえす政党に、日本の将来をたくすこ

とはできません。

草
の
根

「問われるのは
政治の離合

集散ではない。
東日本大震

災後の社会をど
うつくる

かという針路と
政策だ」

（「朝日」11月1
7 日付から）

“浮き草”とちがい

地に足をつけ、国民のみなさんとともに

日本共産党以外の政党が税金を山分け　「国民

の苦難あるところ共産党あり」─32万の党員、

２万をこえる党支部、2700人をこす地方議員が、

国民のみなさんと力をあわせ、草の根から政治

を動かしています。

　国民に依拠した自前の財政で活動し、政党助

成金も17年間受け取りを拒否。企業・団体献金

も一度ももらったことはありません。

中嶋　通治（自民・みらい）

新吉川新吉川
　
結
婚
せ
ず
に
子
ど
も
を
産
み
育
て
て

い
る
「
非
婚
」
の
ひ
と
り
親
に
も
、
死

別
や
離
別
と
同
じ
よ
う
に
所
得
税
法
の

「
寡
婦
控
除
」
を
適
用
す
る
よ
う
求
め

る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
年
々
増

え
る
非
婚
の
母
子
世
帯
は
、
死
別
や
離

別
な
ど
に
よ
る
母
子
世
帯
に
比
べ
、
就

労
収
入
の
平
均
が
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
同
じ
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
の
に
婚

姻
歴
の
有
無
で
、
保
育
料
や
住
民
税
な

ど
の
負
担
額
に
は
年
３
０
万
円
以
上
の

差
が
あ
る
と
の
試
算
も
あ
り
ま
す
。
自

治
体
に
よ
っ
て
は
、
保
育
料
算
定
で
寡

婦
控
除
を
「
み
な
し
適
用
」
し
、
負
担

を
減
ら
す
対
応
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
同
じ
母
子
世
帯
で
あ
り
な
が
ら
婚
姻

歴
が
あ
る
か
否
か
だ
け
で
差
別
を
受
け

る
の
は
不
合
理
だ
と
し
て
、
日
弁
連（
日

本
弁
護
士
連
合
会
）
が
人
権
救
済
の
申

し
立
て
を
受
け
、
寡
婦
控
除
の
見
な
し

適
用
を
求
め
る
要
望
書
を
総
務
大
臣
と

関
係
自
治
体
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　　
日
本
共
産
党
の
参
院
議
員
が
国
会
で
、

死
別
や
離
別
に
よ
っ
て
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
に
な
っ
た
女
性
に
適
用
さ
れ
る
寡
婦

控
除
（
所
得
控
除
）
が
「
非
婚
の
母
」

に
適
用
さ
れ
な
い
の
は
不
合
理
だ
と
し

て
、
法
改
正
を
待
た
ず
に
「
寡
婦
」
と

見
な
し
て
適
用
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
新
藤
義
孝
総
務
相
は「
実

情
を
知
れ
ば
、
お
気
の
毒
と
い
う
思
い

は
あ
る
。
実
態
を
把
握
し
て
み
た
い
」

と
し
な
が
ら
も
、
「
ま
ず
自
治
体
や
各

省
が
支
援
制
度
を
設
け
た
り
し
て
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
期
待
す
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

　
吉
川
市
の
６
月
市
議
会
で
も
、
高
野

昇
議
員
が
吉
川
市
と
し
て
国
に
対
し
法

整
備
な
ど
適
切
な
措
置
を
求
め
る
と
と

も
に
、
市
と
し
て
も
可
能
な
措
置
を
実

施
し
て
支
援
す
る
よ
う
求
め
て
質
問
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
す
る
市
長
答
弁
は
「
寡
婦

控
除
の
見
な
し
適
用
は
、
子
ど
も
の
生

活
環
境
向
上
と
い
う
視
点
と
は
異
な
り
、

寡
婦
の
経
済
基
盤
に
着
目
し
た
制
度
と

理
解
し
て
お
り
、
算
定
に
お
い
て
見
な

し
適
用
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
総
務
大
臣
が
「
自
治
体
に
適
切
な
対

応
を
期
待
」
し
、
各
地
の
自
治
体
で
経

済
的
に
苦
し
い
非
婚
母
子
家
庭
へ
の
子

育
て
支
援
の
施
策
と
し
て
、
国
の
法
改

正
を
待
た
ず
自
治
体
の
運
用
基
準
の
見

直
し
等
で
「
み
な
し
適
用
」
し
て
い
る

中
で
、「
『
住
み
よ
さ
日
本
一
』
を
目
指

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
」（
戸
張
市
長
）
の
中
味
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
に
憲
法
を
守
る
義
務
は
負
わ
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
憲
法
第
99
条
（
憲
法
尊
重

擁
護
の
義
務
）
に
は
、「
天
皇
又
は
摂
政
及

び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ
の

他
の
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁

護
す
る
義
務
を
負
う
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
憲
法
は
、
自
由
で
幸
せ
に
生
き
る
た
め

の
、
国
民
か
ら
政
府
へ
の「
命
令
書
」＝
国

家
が
暴
走
し
な
い
よ
う
権
力
を
縛
る
も
の

で
す
。
日
本
国
憲
法
は
、
制
定
後
67
年
を

経
て
も
な
お
世
界
有
数
の
人
権
条
項
を
備

え
て
お
り
、
国
民
の
側
か
ら
変
え
て
ほ
し

い
と
い
う
運
動
が
お
こ
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
安
倍
首
相
は
、「
憲
法
を
国

民
の
手
に
取
り
戻
す
」
と
述
べ
、
96
条
の

改
憲
発
議
要
件
を
議
員
の
「
３
分
の
２
」

か
ら
「
過
半
数
」
へ
緩
和
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
時
の
多
数
派
に
よ
っ
て
憲
法
が
コ
ロ
コ

ロ
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
憲
法

と
は
言
え
な
く
な
り
ま
す
。
い
ま
96
条
改

悪
反
対
の
声
が
、
全
国
で
大
き
く
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
声
に
お
さ
れ
安
倍
首
相
は
、

公
明
党
が
主
張
す
る
「
改
憲
発
議
要
件
を

９
条
な
ど
憲
法
３
原
則
に
か
か
わ
る
重
要

条
項
に
つ
い
て
は
議
員
の
３
分
２
と
し
、

他
の
条
項
は
過
半
数
と
す
る
」
と
の
改
憲

案
の
検
討
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
参

議
院
選
挙
の
公
約
に
も
96
条
の
先
行
実
施

は
書
き
込
ま
ず
、「『
憲
法
改
正
草
案
』
の

国
会
提
出
を
目
指
し
憲
法
改
正
に
積
極
的

に
取
り
組
む
」
と
、
総
選
挙
同
様
の
レ
ベ

ル
の
表
現
に
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
参
議
院
選
挙
が
終
わ
っ
た
ら
、

「
白
紙
委
任
を
得
た
」
と
ば
か
り
走
り
出

す
危
険
が
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
「
96
条
改

悪
反
対
」
「
９
条
改
悪
反
対
」
の
声
を
さ

ら
に
大
き
く
広
げ
、
私
た
ち
の
意
志
を
示

し
ま
し
ょ
う

国保・医療　障害者　子育て　生活保護

市と住民が力合わせ、より良い街づくりを

　自治体要請キャラバン　吉川市に要請・こん談

６月24日、自治体要請キャラバンが市民交流センターおあしすで午前10時から行われました

。

　自治体キャラバンは埼玉県社会保障推進協議会（県社保協）主催で毎年６月～７月頃に社会

保障を拡充するために、埼玉県内各市町村を訪問し要請書を提出、懇談を行っています。

　今年の吉川市との懇談には、医療生協、年金者組合、埼玉土建一般労働組合、民主商工会、

新日本婦人の会などの団体や個人24人が参加し、１時間半にわたり市の担当課と意見交換しま

した。日本共産党市議団も出席しました。

   国保税が高くて払えず滞納している世帯が増えています。吉川市では滞納者に対してどう対

応しているのか、資格証明書の発行はやめ、すべての国保加入者に保険証を交付するよう要望

しました。

　市の担当課は、国保税を滞納されている方については、面談による納税相談等を行い、 や

むを得ない事情により納期ごとに納付することなどが困難な場合は、分割納付、徴収猶予及び

減免制度を利用していただき保険証を渡している。しかし、納税相談や面談できない方に対し

ては、やむを得ない処置として資格証を発行しているとのことです。

　特別養護老人ホームの整備について、平成26年に小規模特養ホーム（定員29人以下）を開

設予定で準備している。現在1事業所が相談に来ており、市として支援している。まだ正式に

県に申請はしていないが今のペースでいけば平成26年中には開所見込みで、地域密着型の特養

のため入所対象者は原則市内在住者とのこと。

　生活保護の問題では、現在国会で審議されている法案が通ると、親族の扶養義務が前提であ

るかのような誤解から、申請抑制が起きないかとの質問に対しては、新しい法律ができるとそ

れを実施しないというわけにはいかないが、問題とされている「水際作戦」や申請権を侵すよ

うなことなく生活に困窮している方が保護を受けられるようにしてゆくとの説明でした。

シングルマザー（母子世帯）なのに

寡婦控除が受けられない

結婚せずに子どもを産み育てている「非婚」のひとり親にも、死別や離別と同じように所得税法

の「寡婦控除」を適用するよう求める動きが広がっています。年々増える非婚の母子世帯は、死

別や離別などによる母子世帯に比べ、就労収入の平均が少ないのが現状です。同じシングルマザ

ーなのに婚姻歴の有無で、保育料や住民税などの負担額には年３０万円以上の差があるとの試算

もあります。自治体によっては、保育料算定で寡婦控除を「みなし適用」し、負担を減らす対応

もみられます。

　同じ母子世帯でありながら婚姻歴があるか否かだけで差別を受けるのは不合理だとして、日弁

連（日本弁護士連合会）が人権救済の申し立てを受け、寡婦控除の見なし適用を求める要望書を

総務大臣と関係自治体に提出しています。

　

日本共産党

寡婦見なし適用求める

　日本共産党の山下よしき参院議員が国会で、死別や離別によってシングルマザーになった女性

に適用される寡婦控除（所得控除）が「非婚の母」に適用されないのは不合理だとして、法改正

を待たずに「寡婦」と見なして適用するよう求めました。

　これに対し新藤義孝総務相は「実情を知れば、お気の毒という思いはある。実態を把握してみ

たい」としながらも、「まず自治体や各省が支援制度を設けたりして適切な対応ができるよう期

待する」と答えました。

「住みよさ日本一」の吉川とは

　吉川市の６月市議会でも、高野昇議員が吉川市として国に対し法整備など適切な措置を求める

とともに、市としても可能な措置を実施して支援するよう求めて質問しました。

　これに対する市長答弁は「寡婦控除の見なし適用は、子どもの生活環境向上という視点とは異

なり、寡婦の経済基盤に着目した制度と理解しており、算定において見なし適用を実施する考え

はありません。」という内容でした。

　総務大臣が「自治体に適切な対応を期待」し、各地の自治体で経済的に苦しい非婚母子家庭へ

の子育て支援の施策として、国の法改正を待たず自治体の運用基準の見直し等で「みなし適用」

している中で、「『住みよさ日本一』を目指してまちづくりに取り組んでまいります。」（戸張

市長）の中味が問われています。

　市では、妊婦さんへの感染予防と先天性風しん症候群の出生を

予防するための緊急対策として集団予防接種を実施することにな

りました。

　▼対象者は、吉川市内に住所があり

　　①妊娠を予定している女性で、今年度19～49歳になる方

　　②妊娠している方の配偶者（児の父親）および同居の家族で

　　　今年度19歳以上の方

                                        　接種日時・受付時間

　　　　　　　　　　　　　　　●７月27日(土)　13：20～14：20　

　　　　　　　　　　　　　　　●７月28日(日)　９：00～10：00

　　　　　　　　　　　　　　　●８月１日(木)　13：20～14：20　

　　　　　　　　　　　　　　　●８月17日(土)　13：20～14：20

　　　　　　　　　　　　　　　●８月18日(日)　９：00～10：00　

　　　　　　　　　　　　　　　●８月23日(金)　13：20～14：20
　　　　　　　　　　　　
　　申し込み・予約は　7月18日(木)　

　　午前８時30分から電話で予約　定員各100名

　　各日定員100名になり次第、受付は終了となります。

▼予約電話番号は

　　

予約受付時間は　午前８時30分～午後５時まで(土日・祝を除く)　

風しん予防接種　
　　　で実施
風しん予防接種　
　　　で実施
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ふれあい住宅デー
賑やかに開催

６月９日　埼玉土建吉川松伏支部
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を

しんぶん「赤旗」
スクープスクープ

「アベノミクス」の一環

巨大公共事業と引換

自民がゼネコンに
政治資金
　４億7,100万円の
　　　　　　請求書
　安倍内閣の経済政策「アベノミク

ス」の一環として行う巨大公共事業

と引き換えに、自民党がゼネコン業

界に政治資金ナント！４億7100万円

もの「請求書」を出していたという

んです。詳しくは７月７日付赤旗日

曜版をご覧ください。
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　６月９日、市民交流センターおあしすイベント広場は、地

域の市民や子どもたちで賑わっていました。埼玉土建吉川松

伏支部主催の「ふれあい住宅まつり」が真夏日のなか行われ

ました。オープニングは華麗なフラダンス、じゃんけん大会、

○×クイズなどの催し物を楽しみました。日本共産党市義団

も参加させていただき、あいさつ後各分会の模擬店をまわり

交流しました。

よしかわふれあいスポーツ大会開かれるよしかわふれあいスポーツ大会開かれる
６月９日　栄小学校
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982－9804・9803(健康増進課・問い合わせも)


